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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 障害者活躍支援事業 担当部 福祉部

事業期間 平成３０年度 ～ 令和６年度以降 担当課 障がい福祉課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

10
展開
方向

1 担当係 障がい福祉係

目 2 大 11 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

市内在住・在勤の障がいのある方

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

　平成30年度に障がい福祉懇談会を開催し協議を行い、令和元年度から以下の事業を開始した。
〇知的障がい及び発達障がいのある方の作品展である愛知県知的障害児者生活サポート協会が主
催する「ふれあいアート展」に後援し、小牧市長賞として選ばれた優秀作品の作者に賞品を授与し、今
後の活躍を支援する。
〇社会福祉法人への委託により障がい者作品展「こまきアール・ブリュット展」を開催する。
〇令和2年度においては愛知県が主催する「あいちアール・ブリュット展」の後援を行った。

〈令和３年度活動実績〉
〇ふれあいアート展
　出展数（市内在住者）19点　入場者数　311名
〇こまきアール・ブリュット展
　出展数121点　入場者数　638名

〈令和３年度歳出済額（1,477千円）〉
・ふれあいアート展表彰記念品料（7節　報償費　3千円）
・障害者作品展開催委託料（12節　委託料　1,474千円）

〈令和４年度活動予定〉
〇ふれあいアート展
〇こまきアール・ブリュット展

〈令和４年度当初予算（1,484千円）〉
・ふれあいアート展表彰記念品料（7節　報償費　10千円）
・障害者作品展開催委託料（12節　委託料　1,474千円）

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

第3次小牧市障がい者計画 事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

障がいのある方が“夢”を持って活躍できる社会の実現に向け、障がいの
ある方の社会参加を図るの機会を創出するとともに、障がいのある方への
理解の促進を図る。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 0 0 775

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 172 1,528 699 745

計（A） 172 1,528 1,474 1,477

732

その他 0 0 0 0

予算額 318 1,784 1,690 1,484 1,484

対前年比 ― 788 △ 3 0

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 749 749 749 749

正規職員 0.10 0.10 0.10 0.10

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 921 2,277 2,223 2,226

計（B） 749 749 749 749

人
件
費
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（３）業績

単位

1 人

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 10 展開方向 1

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

市が主催または後援
する芸術作品などを発
表する機会に出展した

障がい者の人数

↗ - 76 130 140

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

76 130 140

795

R4

成
果
指
標

主催または後援する作
品展への出展者数 人

-

主催または後援する作
品展への来場者数 人

- 1,352 949

活
動
指
標

主催または後援する作
品展の開催数 回

- 2 2 2

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 - 1,428 925 1,089

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 - 1,594 2,402 2,043

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

　令和２年度のふれあいアート展が新型コロナウイルス感染症の影響により中止と
なった。
　また、令和２年度には、愛知県が主催する「あいちアール・ブリュット展」に参加する
小牧市内の団体からダンスの練習場確保などの協力依頼があったことから、同作品
展を後援し、障がい者のある方が活躍できる機会の創出に努めた。令和３年度は、協
力依頼がなく後援をしていないが、今後の同作品展への後援の是非について検討す
る必要がある。
　出展者数は年々増加しており、障がいのある方の社会参加を図る機会を創出し活躍
の場を提供することができている。
　来場者数は令和３年度は減少したものの、多くの方が来場しており、障がいのある
方への理解促進につながっている。
　本市が開催する作品展について、今後はより多くの障がいのある方に参加してもらう
ため、また多くの方に来場してもらうために期間や場所などの開催方法や内容を検討
するとともに周知に努めることが重要となる。

今後の実
施内容

・作品展の開催は、社会参加を図る機会を創出するだけでなく、障がいのある方への
理解促進につながるものと考えられるため、この事業を今後も引き続き実施していく。

事務事業評
価による額
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